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熱中症対策！！熱中症対策！！
小中学校にエアコンを設置小中学校にエアコンを設置

危険なブロックを撤去！！危険なブロックを撤去！！ 平
成
30
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

スズメバチ類駆除委託料　  ８６万円
原則は、土地や建物の管理者駆除ですが、巣から１０メートル以内に通学路や学校・公園・
公民館がある、また、公道があり、かつ人が住んでいる家がある場合、町で巣の駆除を
実施します。

ブロック塀撤去費補助金　２００万円
倒壊のおそれのある、民間のブロック塀や土塀を撤去する際の工事費を補助します。

＊補助事業期間：平成３０年１０月１日～平成３３年３月３１日

小中学校空調機設置工事設計委託料
９９４万円

全部の普通教室と特別支援学級の、計
１１９教室に、エアコンを設置します。

小中学校ブロック塀等
撤去工事設計委託料  ３３５万円
緊急性はないが危険と判断された、武豊
小北側板柵、衣浦小中庭ブロック塀など
を、来年度撤去します。

議
案
質
疑

安
全
で
快
適
な
学
校
生
活
の

た
め
に

Ｑ 

小
中
学
校
で
危
険
性
の
高

い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
焼
却
炉
な
ど

を
撤
去
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

他
に
も
撤
去
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
危
険
物
は
あ
る
の
か
。

Ａ 

専
門
的
見
識
が
必
要
な
構

造
物
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に

よ
る
調
査
診
断
を
行
っ
た
。
他

に
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

危
険
物
は
無
い
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ 

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
関
し
て
、
機
器
の
品
薄
が

予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

Ａ 

メ
ー
カ
ー
側
は
、
そ
れ
を

見
込
ん
で
増
産
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
補

助
制
度
を
創
設

Ｑ 
申
請
件
数
を
何
件
く
ら
い

と
見
込
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、

周
知
方
法
は
。

Ａ 

新
た
な
制
度
で
見
込
み
が

立
て
に
く
い
た
め
、
上
限
額

20
万
円
の
10
件
分
を
計
上
し
た
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新
聞
な

ど
で
予
告
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

広
報
で
制
度
開
始
の
記
事
掲
載

の
準
備
を
し
て
お
り
、
多
く
の

方
々
に
制
度
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

今
後
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・

味
の
蔵
た
け
と
よ
の
役
割

Ｑ 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
味

の
蔵
た
け
と
よ
の
利
用
状
況
は
。

ま
た
、
今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ 

平
成
29
年
度
の
利
用
者
数

は
、
平
成
28
年
度
と
比
べ
増
加

し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
地
域
の
方
々
に
対

し
て
開
か
れ
た
交
流
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
観
光
の
拠
点
と
し

て
、
町
内
外
か
ら
広
く
利
用
さ

れ
る
よ
う
、
更
な
る
取
り
組
み

を
し
て
い
き
た
い
。

（施工例）（施工例）撤去後撤去後

撤去前撤去前
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平
成
29
年
度 

一
般
会
計
決
算
の
内
訳

会計名 歳入（収入） 歳出 (支出 ) 差引額
一般会計 132億3002万円 126億  992万円 6億2010万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 44億9918万円 42億6324万円 2億3594万円
後 期 高 齢 者 医 療 4億8439万円 4億8328万円 110万円
介 護 保 険 事 業 26億3957万円 25億4205万円 9751万円
農 業 集 落 排 水 事 業 6064万円 6064万円 0
下 水 道 事 業 14億2081万円 14億2081万円 0
合　　　計 223億3462万円 213億7995万円 9億5467万円

水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 8億8248万円
※当年度純利益は1億4145万円

収 益 的 支 出 7億2667万円
資 本 的 収 入 6553万円 ※収支不足分は、過年度分損益勘定留保資金   

　２億3130万円にて補てん資 本 的 支 出 3億1131万円

前年度決算 平成29年度決算 差　　額

町 税 76億3694万円 77億4565万円 1億  871万円 

国 庫 支 出 金 11億7417万円 11億6976万円 441万円 

交付税及びその他交付金 10億9310万円 11億5901万円 6591万円 

県 支 出 金 7億7274万円 12億2393万円 4億5119万円 

町 債 ( 借 金 ) 1億8247万円 3億9081万円 2億  834万円 

繰入金 ( 貯金取り崩し) 4億　 32万円 5億5100万円 1億5068万円 

諸 収 入 5億1954万円 5億1350万円 604万円 

使用料及び手数料 2億2910万円 2億2939万円 29万円 

分担金及び負担金 1億9287万円 1億9711万円 424万円 

そ の 他 1億4825万円 4986万円 9839万円 

総 　 額 123億4950万円 132億3002万円 8億8052万円 

前年度決算 平成29年度決算 差　　額

民 生 費 48億6205万円 49億7784万円 1億1579万円 

土 木 費 15億9973万円 18億  877万円 2億  904万円 

教 育 費 15億6997万円 14億9587万円 7410万円 

総 務 費 12億5804万円 11億5943万円 9861万円 

衛 生 費 10億2230万円 10億1596万円 634万円 

公 債 費 7億3103万円 7億4715万円 1612万円 

消 防 費 5億1187万円 5億1831万円 644万円 
その他（農林水産費・議会
費・商 工 費・労 働 費 な ど ） 5億  340万円 8億8659万円 3億8319万円 

総 　 額 120億5839万円 126億  992万円 5億5153万円 

（四捨五入により、差引額・合計などが実際の計算額と異なる場合があります）

■平成29年度決算の概要

歳入 132億3002万円　

歳出 126億992万円
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討　

論　
平
成
29
年
度
決
算

平成30年第３回定例会

1
冨
永　

良
一

2 

甲
斐
百
合
子

3
久
野　
　

勇

4
櫻
井　

雅
美

5
青
木　

信
哉

6
青
木　

宏
和

7
本
村　
　

強

8
梶
田　
　

進

9
南　
　

賢
治

10
石
川　

義
治

11
森
田　

義
弘

12
大
岩　
　

保

13
鈴
木　

一
也

14
石
原　

壽
朗

15
福
本　

貴
久

16
岩
瀬　

計
介

採
決
結
果

平成30年度一般会計補正予算 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　

長

○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

災害等資金融資条例の廃止について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

平
成
29
年
度
決
算
認
定

一般会計 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険事業特別会計 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療特別会計 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

介護保険事業特別会計 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

農業集落排水事業特別会計 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

下水道事業特別会計 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

水道事業会計 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費
国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

国の私学助成の拡充に関する意見書 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

愛知県の私学助成の拡充に関する意見書 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

採決結果 ○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。

賛　

成

政
和
ク
ラ
ブ 　

石
川
義
治
議
員

一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
６
割
を

占
め
る
町
税
収
入
額
で
対
前
年

比
１
・
４
％
増
、
徴
収
率
で
も

前
年
度
を
上
回
る
97
・
１
％
と

な
っ
た
。
歳
出
で
は
、
各
事
業

の
執
行
に
対
し
て
可
能
な
限
り

町
民
の
要
望
や
期
待
に
応
え
る

た
め
、
き
め
細
や
か
な
執
行
が

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
限
ら

れ
た
財
源
の
中
「
選
択
と
集

中
」
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く

各
事
業
の
遂
行
を
期
待
す
る
。

反　

対

梶
田　

進
議
員

一
般
会
計

　

リ
ニ
ア
建
設
促
進
愛
知
県

期
成
同
盟
会
負
担
金
な
ど
は
、

地
域
発
展
に
寄
与
し
な
い
の

で
負
担
金
の
中
止
を
求
め
る
。

　

愛
知
県
知
多
地
方
滞
納
整

理
機
構
で
の
滞
納
徴
収
は

問
題
が
多
い
の
で
、
滞
納
徴
収

は
町
職
員
で
行
う
べ
き
で
あ

り
、
機
構
か
ら
の
離
脱
を
求
め

る
、
新
産
業
立
地
促
進
奨
励
金

は
、
立
地
、
増
設
を
行
っ
た
企

業
に
固
定
資
産
税
分
の
奨
励
金

を
支
給
す
る
も
の
で
あ
り
、
廃

止
す
べ
き
で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」

が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
の
は
、
要
介
護
３
で
38
％
、

要
介
護
４
で
44
％
、
要
介
護
５

で
46
％
と
な
っ
て
お
り
、
実
際

に
は
受
け
ら
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
態
を
早

急
に
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

実
質
収
支
金
額
が
大
き
い
の

で
是
正
を
も
と
め
る
。


